
「広がれ、助け合いの輪！みやざき交流集会」２０２１ 
 

 開 催 要 綱 
 
 
１ 趣 旨 

  制度や分野に縛られることなく、興味や関心があることで気軽につながることのできるネット

ワーク作りを目指した「広がれ、助け合いの輪！みやざき交流集会」も今回で３回目の開催とな

ります。 

  今年度はこれまで、少しでも地域の課題解決につながる情報共有の場や顔を合わせる機会を作

りたいと、福祉にまつわる井戸端会議＝「Branch Meeting」を４回にわたって開催してきまし

た。支流のように広がり、テーマごとに意見交換を行ってきた Branch Meeting の集大成ともい

うべき「交流集会」本体の開催です。これまでの Branch Meeting を通じて、新たに生まれてい

る連携のカタチや状況について御報告をさせていただきます。 

  また、今回は Branch Meeting のテーマから、「福祉×Money」と「福祉×ＩＣＴ」を更に深堀

りしていきます。Money＝ファンドレイジングと、ＩＣＴ＝情報通信技術を活かしていくことで、

地域福祉の未来はどんな風に広がっていくのか、皆さんで考える機会にしたいと思います。 

  あなたの住むまちに「笑顔」を届けられるように、何より地域福祉に携わっているあなた自身

が笑顔になれるように。「広がれ、助け合いの輪！みやざき交流集会」は、人と情報のプラット

フォームになることを目指します。 

 

２ 主 催 

  社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 

 

３ 日 時 

  令和３年１２月２１日（火） 午後１時から４時３０分まで 

 

４ 開催方法 

  オンライン会議（ＺＯＯＭ） 

 

５ 参加対象 

  社会福祉協議会、社会福祉法人、ＮＰＯ法人、ボランティア団体、企業等、地域の困りごとを 

解決したいと実践している方や活動に参加・協力したいと考えている方 

 

６ 定 員 

  ８０名（分科会各４０名） 

 

７ 参加費 

  無 料 

 

８ アドバイザー 

  九州大学大学院 人間環境学研究院 教授 高野 和良（たかの かずよし） 氏 

   熊本県生まれ。九州大学大学院文学研究科修士課程修了 

 社会保障研究所（現 国立社会保障・人口問題研究所）研究部研究院、山口県立大学社会福 

祉学部教授を経て現職。「広がれ、助け合いの輪！みやざき交流集会」には初回より携わって 

いただいています。 



９ プログラム 
 

時  間 内  容 

12:30 ～ 

13:00 
受 付（ＺＯＯＭへの入室） 

13:00 ～ 

13:10 
オリエンテーション 

13:10 ～ 

13:15 

あいさつ 

 社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会  副会長  川野 美奈子 

13:15～ 

13:45 

  （30 分） 

Branch Meeting 報告 

 これまで４回にわたって開催してきた Branch Meeting のまとめと、その後に動き出
した、新たな連携のカタチや状況について御報告いただきます。 
 

 みやざき若者サポートステーション 都城サテライト ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 園田 朝美 氏 
 三股町社会福祉協議会（Community Design Lab.） 

13:45～ 

13:50 
分科会への移動（休憩） 

13:50 ～ 

15:20 

  （90 分） 

分科会 

 テーマごとに分かれ、ゲストのお話を聞きながら、これからの地域福祉のあり方につ
いて自由に意見交換を行います。 
 

1 “ファンドレイジング”で、 

地域福祉はどう広がるのか？ 
 
 組織内にファンドレイジングチームを組織し、
職員の意識改革を行うと同時に、地域活動に対し
て課題の発見や解決に向けての成果志向の事業づ
くりをすすめるなど、コンサルティングも行える
地域福祉コーディネーターの育成を行う中での発
見や今後の展望とは？ 
 

【ゲスト】 

三重県 伊賀市社会福祉協議会 

地域福祉部 ファンドレイジングマネージャー 

一見 俊介（いちみ しゅんすけ）氏 
【ファシリテーター】 

 宮崎県社会福祉協議会 
  地域・ボランティア課  
    主 査  及川 達也 

２ “ＩＣＴ”の活用で、 

    地域福祉はどう広がるのか？ 
 
 NTT と連携し、高齢者の見守り事業を行う一方
で、そこに家事お手伝いサービスをプラスし、シ
ングルマザーの雇用につなげる事業を展開。地域
福祉における人材不足や民生委員さんの負担軽減
にも対応できる有償サービスを計画する中での工
夫や今後の展望とは？ 
 

【ゲスト】 

 福岡市 株式会社 ワース 

  代表取締役 

   野本 姿美（のもと しなみ）氏 
【ファシリテーター】 

 宮崎県社会福祉協議会 
  地域福祉部 
    部 長  毛利 博樹 

15:20 ～ 

15:30 
休 憩 

15:30 ～ 

16:00 

分科会報告・ゲストからのメッセージ 

 ファシリテーターより、各分科会の報告を行った後、各ゲストより参加者へのメッセ
ージをいただきます。 

16:00 ～ 

16:30 

まとめ 

 九州大学大学院 人間環境学研究院 教授 高野 和良 氏 

16:30 閉 会 

 



10 参加申込み 

（１）申込みフォームまたは別紙「参加申込書」にて、令和３年１２月１０日（金）までにお申し 

込みください。（申込フォーム：https://www.bura-vola.org/news/2021/11/post-50.html） 

   ※参加申込時に記載された情報により、参加者一覧を作成し参加者に配布します。記載され 

    た個人情報は交流集会に関することにのみ使用します。 
 

（２）12 月以降、随時、各分科会につながる「Branch Meeting」の動画配信 URL をお知らせし 

ますので、交流集会当日までに御覧ください。動画は参加希望の分科会にかかわらず、視聴可 

能です。 
 

（３）１２月１７日（金）までに、交流集会の ZOOM ミーティングの URL、ミーティング ID、パ 

スコードをお知らせします。 
 

（４）当日の分科会及び Branch Meeting 報告・分科会報告、まとめの動画を編集し、後日、参加 

者に限定公開する予定です。 

 

11 緊急時（荒天時）等の対応 

緊急時（荒天時）等により開催を中止すると判断した場合は、各開催日前日の午後５時までに

本会ホームページ（http://www.mkensha.or.jp/）でお知らせしますので、御確認ください。 

 

12 参加申込書提出先及び問合せ先 

  社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 地域福祉部 

  地域・ボランティア課（宮崎県ボランティアセンター） 担当：大山・脇本 

   〒880－8515 宮崎市原町２－２２ 宮崎県福祉総合センター本館１階 

    TEL：0985-25-0539 FAX：0985-31-6575  E-mail:vc@mkensha.or.jp 

 

  

https://www.bura-vola.org/news/2021/11/post-50.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 交流集会に参加してくださった
方々が綿毛となり、やさしさや思い
やりの詰まった種を、県内至る所に
運んでいくことをイメージしていま
す。 
 みなさん一人ひとりがつながるこ
とで、「たすけあいの輪」が広がって
いく様子を、「たんぽぽ」に見立てて
デザインしたロゴマークです。 


